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大 波 修 二

し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

　
厚
木
爆
同
第
55
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
23
日
㈯
13
時
30
分
よ
り
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
総
会
で
は
、
代
議
員
の
皆
様
の
活
発
な
討
論
に
よ
り
、
こ
の
１
年
間
の
総

括
と
新
年
度
活
動
方
針
を
決
定
し
、
実
り
あ
る
総
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
本
会
報
に
総
括
と
活
動
方
針（
案
）を
掲
載
い
た
し
ま
す
が
、
一
部
は
総
会
当
日
に
配
布
し
ま
す
。）

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
4
年
度
の
主
な
活
動
総
括
と
２
０
１
5
年
度
の
活
動
方
針（
案
）

２
０
１
4
年
度
の
主
な
活
動
総
括
と
２
０
１
5
年
度
の
活
動
方
針（
案
）

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟

第
5 5
回
代
議
員
総
会 

議
案

第
5 5
回
代
議
員
総
会 

議
案

２
０
１
４
年
度

　
　
　
　
活
動
総
括

１
．活
動
を
振
り
返
っ
て

１
．活
動
を
振
り
返
っ
て

金 子 豊貴男
（社会民主党）

相
模
原
市
議
会（
南
区
）（
７
期
）

綾
瀬
市
議
会（
３
期
）

大
和
市
議
会（
８
期
）

二 見 　 昇
（無所属）

大 波 修 二
（無所属）

藤
沢
市
議
会（
２
期
）

脇　れい子
（無所属）

ご支援ありがとうございましたご支援ありがとうございました

爆同推薦候補当選者
市議会議員選挙

集団的自衛権と憲法改悪に反対する神奈川大集会

東京高裁に向かう原告団と弁護団
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し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．専
門
部
・
委
員
会
の
活
動

３
．専
門
部
・
委
員
会
の
活
動

２
０
１
５
年
度
の

　
　
　
　
活
動
方
針 

案

１
．活
動
の
基
調

１
．活
動
の
基
調

２
．具
体
的
な
活
動

２
．具
体
的
な
活
動

爆同の活動状況と最新情報を伝えるホームページ

住民の不安を無視し飛来するオスプレイ

オスプレイ飛来に抗議する監視団「爆音のない静かで平和な空」を訴えデモ行進

厚木基地前で怒りの抗議行動
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し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
．主
な
活
動

２
．主
な
活
動

「オスプレイ飛来中止」を南関東防衛局に強く要請

自衛隊機の「夜間飛行差し止め」を勝ち取った第四次厚木訴訟

NHK受信料全額免除を要請した総務省交渉

横田基地（米軍）と入間基地（自衛隊）を視察（写真上）
集団的自衛権と基地問題を学んだ爆同平和講座（写真下）建設的意見が多く出された訪問支部会議
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し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
．主
な
活
動

２
．主
な
活
動

「オスプレイ飛来中止」を南関東防衛局に強く要請

自衛隊機の「夜間飛行差し止め」を勝ち取った第四次厚木訴訟

NHK受信料全額免除を要請した総務省交渉

横田基地（米軍）と入間基地（自衛隊）を視察（写真上）
集団的自衛権と基地問題を学んだ爆同平和講座（写真下）建設的意見が多く出された訪問支部会議
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し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．専
門
部
・
委
員
会
の
活
動

３
．専
門
部
・
委
員
会
の
活
動

２
０
１
５
年
度
の

　
　
　
　
活
動
方
針 

案

１
．活
動
の
基
調

１
．活
動
の
基
調

２
．具
体
的
な
活
動

２
．具
体
的
な
活
動

爆同の活動状況と最新情報を伝えるホームページ

住民の不安を無視し飛来するオスプレイ

オスプレイ飛来に抗議する監視団「爆音のない静かで平和な空」を訴えデモ行進

厚木基地前で怒りの抗議行動
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大 波 修 二

し
た
。

⑴
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
状
況

　
は
じ
め
に
、
厚
木
基
地
は
、
こ
こ
数

年
基
地
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
艦

載
機
に
よ
る
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北

１
キ
ロ
地
点
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
（
略

称
・
厚
木
爆
同
）
の
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
．
４
〜
２
０
１
５
．
３
）
の
活

動
は
、
厚
木
基
地
の
爆
音
を
解
消
さ
せ

る
行
動
を
は
じ
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音

訴
訟
の
勝
利
に
む
け
た
活
動
、
さ
ら
に

は
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ（
以
下
・
オ
ス
プ
レ
イ
）

の
飛
来
監
視
行
動
と
飛
来
抗
議
集
会
や
、

防
衛
省
座
間
防
衛
事
務
所
長
及
び
防
衛

省
南
関
東
防
衛
局
長
、
さ
ら
に
は
米
海

軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
の
抗
議

行
動
と
要
請
行
動
に
会
員
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
爆
同
の
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
三
役
会

議
と
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催
を
は
じ

め
、
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
活
か
す

た
め
三
役
が
支
部
を
訪
問
し
て
意
見
交

換
を
行
う
訪
問
支
部
会
議
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
行
動
や
組
織

の
再
構
築
、
厚
木
基
地
情
勢
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法
９
条
の
理

念
を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
へ
の
影
響
や
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
平
和
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
厚
木
基
地
同
様
に
市
街

地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品

落
下
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田

基
地
と
自
衛
隊
入
間
基
地
へ
の
基
地
視

察
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
、
厚
木
爆
同
の
活
動
や
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま

（
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続

音
）
の
年
間
騒
音
測
定
回
数
が
２
０
，

５
８
９
回
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
２
万

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
基
地
で
５
月
に
実
施
さ

れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
離
着
陸
訓
練
）
で
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
激
甚
な
爆
音
を
ま
き
散

ら
し
、
厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
キ
ロ
地

点
で
の
航
空
機
騒
音
の
月
間
騒
音
測
定

回
数
が
２
，
７
７
０
回
を
記
録
す
る
と

と
も
に
、
基
地
周
辺
住
民
か
ら
自
治
体

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
大
和
市
だ

け
で
も
２
６
０
件
と
な
り
、
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
合
計
件
数
は
１
，
２
６
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
硫
黄

島
で
の
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
、

当
初
通
告
の
訓
練
期
間
を
再
三
に
わ
た

り
日
程
変
更
及
び
日
程
延
長
な
ど
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
厚
木
基
地
で

離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
激
し
い
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
軍
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
激
し
い
爆
音
で

基
地
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
５
月
25
日
深

夜
か
ら
５
月
27
日
未
明
に
か
け
、
厚
木

基
地
で
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
を
繰
り

返
し
、
深
夜
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
を
超

え
る
爆
音
を
二
日
間
に
わ
た
り
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
飛

行
に
対
し
基
地
周
辺
住
民
か
ら
は
、
大

和
市
に
80
件
、
綾
瀬
市
に
24
件
の
抗
議

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
米
両
政
府
で
合
意
し
て
い
る
「
厚

木
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減

措
置
」
で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

前
６
時
ま
で
の
離
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
は
夜
間
に

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
を
行
っ
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
な
合

意
違
反
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
東
富
士
演

習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う

と
し
て
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
繰
り
返

　
厚
木
爆
同
第
55
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
23
日
㈯
13
時
30
分
よ
り
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
総
会
で
は
、
代
議
員
の
皆
様
の
活
発
な
討
論
に
よ
り
、
こ
の
１
年
間
の
総

括
と
新
年
度
活
動
方
針
を
決
定
し
、
実
り
あ
る
総
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
本
会
報
に
総
括
と
活
動
方
針（
案
）を
掲
載
い
た
し
ま
す
が
、
一
部
は
総
会
当
日
に
配
布
し
ま
す
。）

る
権
利
を
言
い
ま
す
。
こ
の
武
力
攻
撃
の
範

囲
は
、
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
「
地
球
の

裏
側
」
に
ま
で
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
相
手
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
テ
ロ
等
で
被
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
基
地
が
強
化
さ
れ
基
地
周

辺
住
民
の
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
断
固
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
関
連
法
案
の
阻
止
に
む
け
て
運
動
を
強

化
し
ま
す
。

⑸
憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

　
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
は
自
主
憲
法
を

制
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

日
の
丸
を
国
旗
、
君
が
代
を
国
歌
と
定
め
、

自
衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出

版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
の
現
行
規
定
に
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を

害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
、

並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
で
は
権
力
者
が
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
を
害
す
る
」
と
判
断
し
た
ら
、
表
現
の
自

由
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
基
本
的
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
民
党
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
い

か
ん
で
、「
憲
法
改
正
」
を
提
起
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
広
範
な
勢
力
と
共
闘
し
て
闘
い

を
進
め
ま
す
。

⑹
特
定
秘
密
保
護
法
と

　
武
器
輸
出
緩
和
に
反
対
す
る
取
り
組
み

　
国
民
に
情
報
を
提
供
し
な
い
で
都
合
の
悪

い
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
、
政
策
を
実
行
し
て

い
く
と
し
た
ら
暗
黒
の
独
裁
政
治
で
す
。
国

民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
問
題
の
あ
る
内
容
の
削
除
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
に
む

け
た
闘
い
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
基
地
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
活
動
を
抑
制
す
る
全
て
の

法
律
や
新
た
な
諸
課
題
に
反
対
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
安
倍
内
閣
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
防
衛
装
備
の
海
外
移
転

の
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
従
来

の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出
や
、
日
本
が
参

加
す
る
武
器
の
国
際
共
同
開
発
な
ど
は
、
平

和
国
家
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
紛
争

を
拡
大
し
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
企

業
や
国
が
栄
え
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑺
県
下
友
好
団
体
と
の

　
連
帯
強
化
の
取
り
組
み

①
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
提
起
す
る
運
動

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

②
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同

行
動
委
員
会
（
略
称
・
い
の
く
ら
）

　
い
の
く
ら
の
基
地
分
科
会
を
通
し
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

③
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
、
基

地
の
な
い
神
奈
川
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会

議　
今
ま
で
と
同
様
に
支
持
協
力
関
係
を
進

め
ま
す
。

④
か
な
が
わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
・
憲
法
改
悪
・

秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
等
の
テ
ー
マ
で
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を
通
し
て
連
帯

行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業

　
各
自
治
体
の
平
和
推
進
事
業
に
参
加
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
団
体
と
の
連
携
強
化

　
厚
木
爆
同
運
動
と
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
判
断
基
準
に
し
て
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

⑻
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組
み

　
行
動
企
画
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
、
活

動
方
針
の
項
目
を
具
体
的
に
実
践
す
る
体
制

を
整
え
、
組
織
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。

① 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

○ 

訪
問
支
部
会
議
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

○ 

会
員
拡
大
は
、
支
部
ご
と
の
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

支
部
会
議
の
定
例
開
催
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

② 

宣
伝
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

街
頭
宣
伝
活
動
を
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
会
報
の
定
例
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
豊
富
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
の
取
り
組
み

○ 

東
京
高
裁
で
の
勝
利
判
決
に
む
け
、
原

告
団
と
連
帯
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

第
五
次
の
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

日
常
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

支
部
会
議
で
日
常
活
動
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

会
員
間
の
交
流
や
支
部
間
の
交
流
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

学
習
活
動
強
化
の
取
り
組
み

○ 

昨
年
度
の
平
和
講
座
の
総
括
を
踏
ま
え

て
、
厚
木
爆
同
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

基
地
視
察
を
行
い
、
基
地
が
与
え
る
住

民
へ
の
影
響
、
反
基
地
運
動
の
取
り
組
み

等
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
取
り
組

　
み○

神
奈
川
西
営
業
所
と
の
定
例
交
渉
と
必

要
に
応
じ
た
総
務
省
・
防
衛
省
と
の
交
渉

を
行
い
ま
す
。

○
全
会
員
に
対
す
る
学
習
会
を
行
い
ま

す
。

⑦ 

厚
木
爆
同
運
動
強
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

　
整
備
の
取
り
組
み

○
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
む
け
、
費
用
や

情
報
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑼
専
門
部
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

○
総
務
部

　
支
部
・
班
活
動
等
の
基
本
的
な
マ
ニ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。

　
班
活
動
や
支
部
活
動
の
優
れ
た
内
容
を
学

ん
で
全
支
部
に
展
開
し
ま
す
。

○
組
織
部

　
組
織
活
動
の
基
本
を
確
立
し
ま
す
。

　
組
織
拡
大
の
目
標
を
設
定
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
情
宣
部

　
会
報
の
定
期
的
な
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
の
豊
富
化
を
進
め
ま
す
。

　
街
頭
宣
伝
活
動
の
内
容
を
検
討
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
が
保
有
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
一
元
的
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
調
査
部

　
全
国
の
基
地
情
報
や
厚
木
基
地
情
報
の
収

集
と
調
査
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
調
査
や
収
集
し
た
情
報
の
整
備
と
保
管
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑽
財
政
基
盤
の
確
立
の
取
り
組
み

　
組
織
と
財
政
は
一
体
で
す
の
で
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士

演
習
場
で
訓
練
を
す
る
場
合
は
、
米
海
兵
隊

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
飛

来
す
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
合
意
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
米
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
飛

来
す
る
の
で
は
な
く
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

こ
と
は
、
本
土
で
の
訓
練
の
拠
点
基
地
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
米
海
軍
は
横
須
賀
基
地
を
母
港

と
し
て
い
る
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
本
年
夏
頃
に
、
原
子
力
空
母
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
交
代
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

２
０
０
８
年
９
月
に
通
常
動
力
型
空
母
キ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ク
と
の
交
代
で
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、
就
役
か

ら
約
25
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃

料
を
交
換
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
母
の
交
代
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
空
母
と
の
連
絡
機
Ｃ

─2
Ａ
輸
送
機
に
代
え
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

２
機
、
空
母
と
の
連
絡
機
と
し
て
配
備
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ

ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
常
駐
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
許
し
難
い
問
題

で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
上
自

衛
隊
の
基
地
間
の
人
員
や
物
資
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
Ｙ
Ｓ
─11
輸
送
機
の
後
継
機
と

し
て
、
厚
木
基
地
に
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
を
２

０
１
４
年
度
中
に
６
機
配
備
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
Ｃ
─130
Ｒ
輸
送
機
は
、
米
軍
機
を
改

造
し
た
中
古
機
で
あ
る
と
と
も
に
、Ｙ
Ｓ
─11

輸
送
機
を
上
回
る
配
備
機
数
と
な
る
こ
と
か

ら
、
飛
行
騒
音
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
や

墜
落
の
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨
年
３
月
に

基
地
周
辺
住
民
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
配
備
反
対

の
声
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省
が
地

元
自
治
体
に
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
配
備

し
な
い
と
し
た
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
に
よ

る
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
の
大
和
市
へ
の
通

知
（
通
称
・
46
文
書
）
を
反
古
に
し
て
厚
木

基
地
に
Ｐ
─１
哨
戒
機
を
強
行
配
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
開
発
段
階
か
ら

多
く
の
不
具
合
が
発
生
し
て
き
た
と
と
も

に
、
試
験
飛
行
中
に
も
機
体
に
亀
裂
が
入
る

事
故
や
飛
行
中
に
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
事
故
な
ど
、
安
全
性
に
大
き
な
問
題

を
抱
え
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木

爆
同
は
Ｐ
─１
哨
戒
機
の
厚
木
基
地
へ
の
配

備
撤
回
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｐ
─１
哨
戒
機
は
、
厚
木
基
地
周
辺

で
の
飛
行
を
目
視
す
る
限
り
に
お
い
て
、
自

衛
隊
の
配
備
計
画
通
り
、
す
で
に
厚
木
基
地

に
は
10
機
配
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
戦
力
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
周
辺
で
は
飛
行
の

増
加
と
騒
音
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む

①
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
に
よ
る
激
し
い
爆
音

に
抗
議

　
艦
載
機
に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

に
お
い
て
、
５
月
５
日
か
ら
５
月
16
日

ま
で
の
期
間
実
施
す
る
と
の
通
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
訓
練
日
程
の

変
更
や
日
程
延
長
な
ど
の
理
由
を
明
ら

か
に
せ
ず
に
連
日
激
し
い
離
着
陸
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
、
受
忍

の
限
度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
で
あ

り
到
底
容
認
で
き
な
い
と
し
、
厚
木
爆

同
は
５
月
21
日
に
防
衛
省
南
関
東
防
衛

局
長
に
対
し
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
離

着
陸
訓
練
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
反
対
要
請
行
動
と
飛

来
監
視
行
動
及
び
飛
来
抗
議
集
会

　
防
衛
省
は
、
米
軍
か
ら
の
情
報
と
し
て
７

月
９
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛
来

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
大
和
市
と
綾
瀬
市
に

通
告
し
て
き
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
沖
縄
県
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
日
本
か
ら
の
撤

去
を
求
め
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団

や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す

県
央
共
闘
会
議
と
連
帯
し
て
、
７
月
11
日
に

防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
長
、
７
月
16
日
に
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
へ
の
要
請
・
抗
議
行

動
を
は
じ
め
、
何
回
と
な
く
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
計
画
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
厚
木
基
地

へ
の
飛
来
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は
、
市
民

の
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
容
認
で
き
な
い
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
地
元
自
治
体
や

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、
７
月
15
日
（
１
機

飛
来
）
と
８
月
18
日
（
４
機
飛
来
）
に
厚
木

基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原

告
団
と
共
同
行
動
に
取
り
組
み
、
飛
来
期
間

中
の
７
月
15
日
〜
18
日
（
92
名
参
加
）
と
８

月
18
日
〜
25
日
（
89
名
参
加
）
に
、
厚
木
基

地
北
側
の
ふ
れ
あ
い
の
森
草
柳
広
場
と
厚
木

基
地
南
側
の
ゆ
と
り
の
森
で
、
飛
来
監
視
行

動
と
飛
来
抗
議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
月
18
日
に
飛
来
す
る
と

の
通
告
で
は
、
東
富
士
演
習
場
と
北
富
士
演

習
場
で
訓
練
を
行
う
と
言
う
も
の
で
し
た

が
、
実
際
は
厚
木
基
地
に
駐
機
し
、
厚
木
基

地
周
辺
の
市
街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
強
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富

士
演
習
場
と
北
富
士
演
習
場
で
の
訓
練
の
補

給
の
た
め
に
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
の
で
は

な
く
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
口
実
と
し
て
本

土
に
お
け
る
訓
練
の
拠
点
と
し
て
厚
木
基
地

に
飛
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
時
に
は
、

基
地
外
で
の
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
（
回
転
翼

を
真
上
に
む
け
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
）
に
よ
る
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
日
米
合

意
に
も
違
反
し
て
お
り
、
安
全
な
飛
行
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来
す
る
と

の
通
告
は
、
こ
れ
ま
で
に
11
回
通
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の

は
３
回
（
①
７
月
15
日
〜
18
日
、②
８
月
18

日
〜
25
日
、③
11
月
６
日
〜
10
日
）
で
あ
り
、

そ
の
他
の
通
告
は
、
飛
来
地
の
変
更
や
天
候

を
理
由
に
飛
来
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗

学
校
を
開
設
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆

音
被
害
の
背
後
に
あ
る
安
全
保
障
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
厚
木
爆
同
学
校
を

開
設
し
て
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て

「
平
和
講
座
」
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
回
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
三
回
通
し
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
い
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
「
平
和
講
座
」
で
の
成
果
や
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
厚
木
爆
同
学
校
の
開
設
に
む
け

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
取
り
組
み

　
訪
問
支
部
会
議
な
ど
の
場
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
厚
木
爆
同
の
活
動
状
況
や

最
新
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
爆
同
の
活
動
が
会

員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
む
け
情
宣
部
と
協

議
し
て
き
た
結
果
、
11
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
面
の
活
動
予
定

と
、
活
動
報
告
、
厚
木
基
地
に
関
す
る
新
聞

報
道
の
リ
ン
ク
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
関
連
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
に
は
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
四
つ
の
専
門
部
（
①
総
務
部
、②
組

織
部
、③
情
宣
部
、④
調
査
部
）
と
行
動
企
画

委
員
会
、
書
記
局
を
設
置
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
の

は
、
組
織
部
と
情
宣
部
、
行
動
企
画
委
員
会
、

書
記
局
な
ど
で
し
た
。

　
組
織
部
は
、
組
織
の
再
構
築
と
組
織
運
営

の
取
り
組
み
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
情
宣
部
は
、
会
報
の
発
行
に
取
り
組

み
、
会
員
に
厚
木
爆
同
の
活
動
や
厚
木
基
地

の
状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
行
動
企
画
委
員
会
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
来
が
想
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的
な
飛

来
監
視
や
抗
議
行
動
な
ど
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
書
記
局
を
機
能
さ
せ
、

諸
行
動
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
活
動
を
支

え
ま
し
た
。

　
現
在
の
安
倍
内
閣
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
公

明
党
と
大
筋
合
意
を
し
て
、
５
月
連
休
明
け

の
国
会
で
戦
争
関
連
法
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
を
戦
争
す
る
国
に
変
貌
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受
け

た
時
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
他
国

に
武
力
攻
撃
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
９

条
を
無
視
す
る
も
の
で
断
固
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
自
民
党
は
自
主
憲
法
制
定
を

狙
っ
て
お
り
、
広
範
な
平
和
勢
力
を
結
集
し

て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑴
平
和
憲
法
の
改
悪
（
解
釈
改
憲
を
含
む
）

を
許
さ
ず
、
全
国
の
反
基
地
団
体
と
連
帯
し

て
平
和
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
⑵
爆
音
を
無
く
し
、
航
空
機
墜
落
事
故
の

な
い
静
か
で
平
和
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⑶
厚
木
爆
同
が
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

る
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
組
織
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑷
組
織
の
整
備
拡
大
を
は
か
り
、
団
結
し

て
厚
木
爆
同
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

⑴
航
空
機
爆
音
の
解
消
と

　
墜
落
・
部
品
落
下
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

　
①
爆
音
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
市
民
の

健
康
と
生
活
環
境
を
守
り
、
爆
音
訴
訟
の
主

体
的
な
要
求
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め
の
実
現

に
む
け
て
闘
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
②
航
空
機
の
墜
落
は
悲
惨
な
結
果
を
招
き

ま
す
の
で
、
航
空
機
の
墜
落
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
な
飛
行
を
確
保
さ

せ
る
た
め
に
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組

　
み

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥
機

で
あ
り
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
安
全

が
軽
視
さ
れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

で
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
日
米
合
同

委
員
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
安
全
に

対
す
る
合
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
機
の
購
入
を
防
衛
省
が
決
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

日
本
へ
の
配
備
撤
回
と
厚
木
基
地
へ

の
飛
来
阻
止
に
む
け
、
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　

⑶
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
す
る
取
り

　
組
み

　
近
年
、
厚
木
基
地
は
機
能
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
日
本
で
の
展
開

に
お
い
て
は
、
厚
木
基
地
が
中
継
基
地
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
木
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
機
の
機
種
交

代
で
は
、Ｐ
─３
Ｃ
哨
戒
機
が
最
新
鋭
ジ
ェ
ッ

ト
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
─１
に
、
そ
し
て
Ｙ
Ｓ
─

11
輸
送
機
が
Ｃ
─130
Ｒ
の
大
型
輸
送
機
に
交

代
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
米
空
母
の
連
絡
機
Ｃ
─２
Ａ

輸
送
機
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
施
設
面
で
も
、Ｐ
─１
哨
戒
機
の
修

理
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
が
整
備
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
厚
木
基
地
の
機
能
拡
大
に
反
対
す

る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑷
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
取

　
り
組
み

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
い
の
に
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に

他
国
の
た
め
に
武
力
攻
撃
を
も
っ
て
阻
止
す

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で

は
、
最
近
の
厚
木
基
地
の
情
勢
や
厚
木
爆
同

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
と
と

も
に
、
交
流
会
で
は
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
爆
音
解
消
に
む
け
て
の
積
極
的
な
意
見
や

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
訪
問
支
部
会
議
の
取
り
組
み

　
会
員
の
声
を
反
映
し
た
組
織
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
も
「
訪
問
支
部
会
議
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
（
三

役
と
組
織
部
長
な
ど
）
が
厚
木
爆
同
の
全
支

部
（
11
支
部
）
に
足
を
運
び
、
支
部
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
出
さ
れ
た
声
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら
の
指

示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組
み

入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
訪
問
支
部
会
議
は
、
７
月
11
日
の
座
間
支

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
四
ヶ
月
を
か
け

11
月
８
日
の
大
和
南
２
支
部
で
す
べ
て
の
支

部
を
訪
問
し
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
貴
重

な
意
見
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
出
来
る
よ
う
に
と
、
昨
年
開
催
し
た
場

所
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
開
催
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
、「
こ
の
爆
音

を
何
と
か
す
る
た
め
厚
木
爆
同
が
も
っ
と
力

を
つ
け
よ
う
」、「
い
つ
で
も
厚
木
爆
同
の
最

新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
建
設
的
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の

　
取
り
組
み

　
厚
木
爆
同
は
、
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

の
音
が
か
き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地

域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者

で
あ
る
国
が
全
額
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
求

め
、
受
信
料
の
支
払
い
を
凍
結
（
不
払
い
）

す
る
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
「
受
信
機
を
設

置
し
た
も
の
は
契
約
の
義
務
が
あ
り
受
信
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
判
決

が
示
さ
れ
、
会
員
間
に
疑
問
や
不
安
の
声
が

高
ま
っ
た
た
め
、
会
員
を
対
象
と
し
た
「
学

習
会
」
を
10
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業

セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
対
し
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
厚
木
爆
同
の
シ
ー

ル
を
玄
関
先
な
ど
に
表
示
し
て
い
る
会
員
宅

は
、
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
訪
問
員
が
訪
ね

な
い
こ
と
な
ど
の
要
請
を
４
月
15
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し

て
国
と
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全

額
助
成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛

省
を
訪
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額

免
除
を
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め

る
要
請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い

る
75
Ｗ
値
以
上
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の
要
請
に
対

し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛
省
施
設
調

査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
に
検
討
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事
業
の
助

成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準
等
を
作

成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を

求
め
て
き
て
い
る
の
で
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち

取
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
団

結
で
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⑸
基
地
視
察
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
基
地
視

察
」
は
、
10
月
25
日
に
35
名
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
厚
木
基
地
と
同
様
に
市
街
地

に
あ
り
航
空
機
騒
音
被
害
や
部
品
落
下
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
米
軍
横
田
基
地
と
、
硫
黄

島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送

機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
入
間
基
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
田
基
地
で
は
、
爆
音
訴
訟
を
闘
っ
て
い

る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福

本
道
夫
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行
い
参
加
者

か
ら
は
大
変
実
り
多
い
視
察
で
あ
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑹
学
習
会
と
平
和
講
座
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
「
学
習
会
」
は
、
厚
木
基
地
を

抱
え
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な

る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
基
地
周
辺
住
民

へ
の
影
響
」
と
、
訪
問
支
部
会
議
で
多
く
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
の
理
念

を
破
棄
し
て
戦
争
を
す
る
国
へ
と
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
や
武
器
輸

出
の
解
禁
な
ど
戦
争
準
備
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
基
地
周
辺
住

民
は
、
さ
ら
な
る
航
空
機
爆
音
の
増
大
や
航

空
機
飛
行
の
増
加
に
伴
う
墜
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
大
き
な
不
安
や
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
厚
木

爆
同
の
活
動
方
針
に
掲
げ
て
い
る
厚
木
爆
同

議
の
声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
配
備
撤
回
に

む
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛

行
が
全
国
展
開
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
日
本
エ
リ
ア
で
連
絡
組
織
を

立
ち
上
げ
、
情
報
の
共
有
化
と
国
及
び
自
治

体
に
対
す
る
要
請
行
動
を
強
化
す
る
た
め
、

１
月
17
日
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
に

反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
」
を
関
東
及
び
静

岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
の
各
県
か
ら
21
団

体
の
代
表
で
結
成
さ
れ
、
厚
木
爆
同
は
連
絡

会
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
衛
省
　
南
関
東
防
衛
局
長
へ
の
要
請
及

　
　
　
　
　
び
抗
議
行
動

７
月
10
日
　
防
衛
局 

座
間
防
衛
事
務
所
長
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
11
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

７
月
30
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
７
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

８
月
27
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
抗
議
行
動

９
月
10
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
回
答
交
渉

10
月
17
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

10
月
23
日
　
防
衛
省 

南
関
東
防
衛
局
長
　
　

　
　
　
　
　
要
請
行
動

③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
勝
利
に
む
け
て
の

行
動

　
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
こ
の
一
年
も
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
を

支
え
、
共
に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
、
横
浜
地
裁
に

提
訴
以
来
６
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
５
月
21

日
に
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
内
容
は
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
対

す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
損
害

賠
償
額
の
増
額
を
認
め
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午
前
６

時
）
の
飛
行
差
し
止
め
を
命
じ
た
画
期
的
な

判
決
で
す
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
判
決
は
今
後
の
闘

い
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
厚
木
爆
同
と
こ
れ
ま
で
の

四
次
に
わ
た
る
原
告
団
に
よ
る
、
爆
音
訴
訟

の
継
続
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
と
の
判
断
か
ら
差
し
止
め
請
求
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
は
、
退
け
ら
れ
た
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
自
衛
隊
機
の
午

後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
飛
行
差

し
止
め
を
あ
ら
た
め
て
求
め
、
６
月
３
日
に

控
訴
し
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て

爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、

引
き
続
き
連
帯
し
て
、
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
爆
同
は
、
全
国
で
基
地
爆
音

訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
７
つ
の
原
告
団
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団

連
絡
会
議
」
の
幹
事
団
体
と
し
て
、
諸
会
議

や
政
府
交
渉
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反

対
闘
争
の
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
各
訴
訟
団
の
勝
利
に
む
け
行
動
し
て
き

ま
し
た
。

④
諸
行
動
に
積
極
的
参
加

　
沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県
神
奈
川
で

は
、
横
須
賀
の
原
子
力
空
母
母
港
化
反
対
の

闘
い
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
基
地
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
県
内
の
神
奈
川
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
や
原
子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対

し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
な
ど

の
平
和
団
体
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
、
全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
連
絡
会
議

な
ど
の
政
府
交
渉
や
各
種
集
会
、
抗
議
行
動

な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
横
須
賀
集

会
や
憲
法
を
守
る
新
聞
意
見
広
告
運
動
、
護

憲
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
、
平
和
行
進
、

県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動

委
員
会
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
行
動
、

脱
原
発
行
動
、
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
50
周
年
抗
議
集

会
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

⑴
組
織
再
構
築
と
会
費
集
金
及
び
会
報
配
布

　
体
制
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
に
事
務
所
直
轄
会
員
を
地
域
に

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
支
部
内
に
地
域

担
当
者
を
配
置
し
た
班
組
織
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
費
の
集
金
や
会
報
の
配
布

に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
班

を
再
編
成
し
た
り
、
あ
ら
た
に
班
を
編
成
し

て
、
地
域
担
当
者
を
発
掘
し
て
体
制
整
備
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
和
南
２
支
部
の
班
体
制
は
、
役

員
と
会
員
に
よ
る
努
力
の
結
果
14
班
と
な

り
、
す
べ
て
の
班
に
班
長
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
支
部
長
と
副
支
部
長
を
選
出
し
、
支

部
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
会
費
の
集
金
と
会
報

の
配
布
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
支
部

役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
、
会
員
名
簿
の

確
認
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
変
緻
密
な
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
支

部
役
員
や
班
長
の
協
力
の
も
と
で
正
確
な
会

員
名
簿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
の
努
力
の
結
果
、
今
年
度
は
会
費
の
集

金
と
会
報
の
配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
費
の
納
入
が
従
来
を
上
回
る
こ
と
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
多
く
の
人
々
が
厚
木
爆
同
の
趣
旨
に
賛
同

し
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
る
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
拡
大
行
動
は
、
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
地
域
会
員
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
45

世
帯
の
新
会
員
を
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
4
年
度
の
主
な
活
動
総
括
と
２
０
１
5
年
度
の
活
動
方
針（
案
）

２
０
１
4
年
度
の
主
な
活
動
総
括
と
２
０
１
5
年
度
の
活
動
方
針（
案
）

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟

第
5 5
回
代
議
員
総
会 

議
案

第
5 5
回
代
議
員
総
会 

議
案

２
０
１
４
年
度

　
　
　
　
活
動
総
括

１
．活
動
を
振
り
返
っ
て

１
．活
動
を
振
り
返
っ
て

金 子 豊貴男
（社会民主党）

相
模
原
市
議
会（
南
区
）（
７
期
）

綾
瀬
市
議
会（
３
期
）

大
和
市
議
会（
８
期
）

二 見 　 昇
（無所属）

大 波 修 二
（無所属）

藤
沢
市
議
会（
２
期
）

脇　れい子
（無所属）

ご支援ありがとうございましたご支援ありがとうございました

爆同推薦候補当選者
市議会議員選挙

集団的自衛権と憲法改悪に反対する神奈川大集会

東京高裁に向かう原告団と弁護団


